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【諸言】我々はこれまで、非貫通型の微小ホール(直径:1~8µm)上に脂質二分子膜を支持したナノ

バイオデバイスについて報告してきた[1]。ホール直上で脂質膜を支持するためには、脂質膜とホ

ール内壁の引力を抑え、ホール端部での脂質膜の屈曲応力を高めることが望ましい。今回、FIB

加工中の散乱ビームに反応したホール内壁の HSQ(Hydrogen Silses Quioxane)レジストの硬化を利

用した、ホール外周の HSQ 凸構造の作製と、それによる脂質膜支持を検討した。 

【試料作製】FOx-16(ダウコーニング社)をメチルイソブチルケトンで 3 倍に薄めて HSQ を得た。

このHSQをSi基板(酸化膜厚:120nm)にスピンコート(6000rpm/120sec)して薄膜化(100nm厚)した。

スピンコート後、基板をベーク(110℃/180sec)した。その後、基板へのアルミ蒸着(70nm 厚)と FIB

加工(加工電流:120pA@30KV)を経てホールアレイ(直径と深さ:1µm)を得た。FIB 加工後、アルミ

除去(1M-NaOH 浸漬)と HSQ の現像(25%-TMAH 浸漬)を行った。 

【結果】試料作製後の SEM 観察でホールの外周を囲むような HSQ の凸構造(高さと幅:150nm)を

確認できた(図 a)。この基板にカルセイン溶液(緑)を 100µl 滴下後、ローダミン DPPE(1mol%)で

蛍光修飾(赤)した巨大ベシクル(DPhPC:コレステロール=4:1)を展開して蛍光観察を行った。その

結果、ホール直上に支持された脂質二分子膜がホール内のカルセイン溶液を封入している事を示

す緑蛍光を確認され(図 b)、ホール外周の凸構造が脂質膜の支持に有効であることが分かった。

講演では凸構造による脂質二分子膜の支持率などについても報告する。 

[1] K. Sumitomo et al.: Biosensors and Bioelectronics 31 (2012) 445.  

Fig. (a) SEM image of hole array. Inset is an enlarged image. (b) Fluorescence image of hole array. 
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